
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

安心でおいしい水は、家でつくろう。 

何を残すかにまで注目した浄水器 

「eSpringTM 浄水器Ⅱ」 

2009 年 9 月 1 日（火）新発売 

日本アムウェイ合同会社 

日本アムウェイ合同会社（本社：東京都渋谷区宇田川町7-1 社長：ジョン･パーカー）は、9月1日（火）に「eSpringTM
 

（イースプリング）浄水器Ⅱ」を発売します。 

＜本件に関する報道関係の方のお問い合わせ先＞ 
ブランド PR&アドバタイジング部  島崎 繭子 

TEL：03‐5428‐7210 ／ FAX：03‐5428‐7934 ／ URL :www.amway.co.jp 

《報道資料》                                        2009 年 8 月 7 日

「おいしい水のために何を残すか？」に着目 

1994 年に日本で第一号製品の「アムウェイ浄水器」が発売されて以来、

当社はおいしい水に欠かせないミネラル分を残し、必要のないものだけを取

り除く浄水器にこだわってきました。 

その象徴であるテクノロジー「3 段階の浄水システム」（下記図）は、まず 2 層

の「不織布プレフィルター」と独自の「圧縮活性炭フィルター」によって、塩素

や有機化学物質など約 140 種類以上の不純物を効果的に除去（自社テスト

による）します。次に「紫外線ランプ」の照射力で、ウィルスやバクテリアなど

を 99.99％不活性化します。この浄水技術によって必要なミネラル分が残

り、水本来のおいしさが損なわれません。「eSpring 浄水器Ⅱ」は、現在発売

されている「eSpring 浄水器」の最上級の浄水能力を受け継ぎながら、使い

やすさや環境への配慮に改良を加えました。しかもランニングコストは、1Ｌ

当たり約 8.7 円と経済的です。（ランニングコストの換算方は次頁） 
標準小売価格(すべて税込）： 

据置型          140,440 円 

ビルトイン型      166,970 円 

一体型カートリッジ 26,250 円 

「一体型カートリッジ」の採用によって交換の手間を低減

従来品は別々だった「圧縮活性炭フィルター」と「紫外線

ランプ」を一体型にすることで、カートリッジ定期交換の

手間が軽減されました。 

電力消費量、プラスチック量の低減 

従来品に比べて 46%の消費電力量を削減。さらにカート

リッジに使用しているプラスチック量も 10 年間使用した

場合、約 50%減らし、より環境への配慮を意識しました。
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【仕様】                                                                          

電源 ： ＡＣ100Ｖ（50／60Ｈｚ）19Ｖ DC、3.16A 

外計寸法（本体） ： 幅 178ｍｍ×奥行 200ｍｍ×高さ 327ｍｍ 

重量 ： 3.2ｋｇ 

消費電力 ： 60Ｗ（浄水使用時） 2Ｗ（浄水不使用時） 

定格流量 ： 3.4Ｌ／分 

最高水道圧 ： 8.8ｋｇ／ｃ㎡（860ｋＰａ） 

最低水道圧 ： 1.0ｋｇ／ｃ㎡（103ｋＰａ） 

カートリッジ交換時期 ： 5,000L 浄水使用または 1 年のいずれか早い方 

 

【ランニングコスト】 

据置型の eSpring 浄水器Ⅱを 10 年間使用した場合のランニングコストは、1Ｌ当たり 8.66 円、   

1 ヶ月当たり 3,591 円、1 年当たり 43,089 円。 

 

 

 

1 年間で 5,000Ｌを使用した場合の 10 年間の平均コストを算出。eSpring 浄水器Ⅱ（据置型）の  

標準小売価格と 10 年間使用した場合に必要な交換用カートリッジ、切り換えバルブ、ホースの

標準小売価格の合計金額に、10 年間使用した場合にかかる光熱費・水道料金（2009 年 2 月時

点の東京都の料金より）を含めて換算。 

 

 

ランニングコストの換算法 


